

























































































Shared and Private Meanings in Contemporary 
Japanese Inari Worship』、Michael Bathgate（2004）『The 
Fox’s Craft in Japanese Religion and Folklore：
Shapeshifters, Transformations, and Duplicities』など
が挙げられるが、中国の狐伝承に関わる主な研究に、
Xiaofei Kang（1999）『The Fox [hu 狐 ] and the 
Barbarian [hu 胡 ]:Unraveling Representations of the 
Other in Late Tang Tales』、Xiaofei Kang（2000）『Power 
on the Margins：The Cult of the Fox in Late Imperial 
China』、Xiaofei Kang（2006）『The Cult of the Fox：
Power, Gender, and Popular Religion in Late Imperial 
and Modern China』、Rania Huntington（2000）『Foxes 
and Sex in Late Imperial Chinese Narrative』、Alien 
Kind（2003）『Foxes and Late Imperial Chinese 
Narrative』、Thomas David Dubois（2005）『The 
Sacred Village：Social Change and Religious Life in 
Rural North China』などがある。また、東アジア以外
の 狐 伝 承 に 関 わ る 研 究 に Kenneth Varty（1999）
『Reynard, Renart, Reinaert and Other Foxes in 
Medieval England：the Iconographic Evidence』、
Martin Wallen（2006）『Fox』が挙げられる。
　次に、UBC 人類





























写真 1　 UBC の 中 央 図 書 館




















































































































た。 だ が、 国
有化後、ワカ






















































































（3） 董守義『清代留学運動史』、遼寧人民出版社、1985 年、370 頁。
（4） 「貴冑学員之留学額」、『大公報』、1909 年 7 月 20 日。
（5） 写真 1 は、『北京近代建築史』（張復合著、清華大學出版社、














　板只は、2015 年 1 月時点で 58 人の人口を有し、そ
のうち 15 人が板只漁村契に所属し漁業を営んでいる。
板只ではアワビ、ウニ、サザエ、ナマコ、ワカメなどを
対象とした漁が行われている。これらの漁は、海女（ヘ
ニョ、해녀）が行う。そのうちワカメは、高麗王朝時代
から王に献上されていたとされ、現在でも質の高いもの
であるとして地元では語られている。
ワカメ漁場の「歴史」
　板只のワカメ漁場には、その権利を巡って複雑な歴史
的経緯が存在する。板只に建てられたワカメ漁場に関す
る碑文によると、板只のワカメ漁場は、高麗王朝建国
「献上された」海と「奪われた」海
―韓国蔚山広域市北区江東洞板只のワカメ漁場に関する歴史と語りから―
新垣　夢乃
（歴史民俗資料学研究科　博士後期課程）
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